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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公開番号】特開2008-26546(P2008-26546A)
【公開日】平成20年2月7日(2008.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2008-005
【出願番号】特願2006-198245(P2006-198245)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/66    １０２Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   3/34    　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｒ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６５０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｎ
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　
   Ｇ０９Ｇ   3/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月15日(2011.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明する照明手段とを備える表示装
置において、
　前記照明手段を少なくとも点灯又は消灯するように制御する制御手段と、
　前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示データを表示し、前記照明手段
の消灯時には前記第１の表示データよりも色階調の少ない第２の表示データを表示するよ
うに制御する表示制御手段とを備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明する照明手段とを備える表示装
置において、
　前記照明手段を少なくとも点灯又は消灯するように制御する制御手段と、
　前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示データを表示し、前記照明手段
の消灯時には前記第１の表示データよりも背景色と文字との輝度の差が大きい第２の表示
データを表示するように制御する表示制御手段とを備えることを特徴とする表示装置。
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【請求項３】
　表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明する照明手段とを備える表示装
置において、
　前記照明手段を少なくとも点灯または消灯するように制御する制御手段と、
　前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示データを表示し、前記照明手段
の消灯時には前記第１の表示データよりも表示される項目の数が少ない第２の表示データ
を表示するように制御する表示制御手段とを備えることを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明する照明手段とを備える表示装
置において、
　前記照明手段を少なくとも点灯または消灯するように制御する制御手段と、
　前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示項目を含む第１の表示データを
表示し、前記照明手段の消灯時には、前記第１の表示項目に対応する内容を表すとともに
前記第１の表示項目よりも表示サイズが大きい第２の表示項目を含む第２の表示データを
表示するように制御する表示制御手段とを備えることを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記第１の表示データと前記第２の表示データとで異なる色パレ
ットを用いるように制御することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の表
示装置。
【請求項６】
　前記第２の表示データは、前記第１の表示データよりも色階調が少ないことを特徴とす
る請求項２乃至４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第２の表示データは、前記第１の表示データよりも背景色と文字との輝度の差が大
きいことを特徴とする請求項１、３又は４に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第２の表示データは、前記第１の表示データよりも表示される項目の数が少ないこ
とを特徴とする請求項１、２又は４に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１の表示データには第１の表示項目が含まれ、前記第２の表示データには第２の
表示項目が含まれており、
　前記第２の表示項目は前記第１の表示項目に対応する内容を表すとともに前記第１の表
示項目よりも表示サイズが大きいことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載
の表示装置。
【請求項１０】
　表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明する照明手段とを備える表示装
置において、
　前記照明手段の点灯時の輝度を多段階に変更するよう制御する制御手段と、
　前記表示手段に、前記照明手段の輝度に応じてそれぞれ異なる表示データを表示するよ
うに制御する表示制御手段とを備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
　前記表示装置は、撮像手段を有する撮像装置の表示装置であることを特徴とする請求項
１乃至１０のいずれか１項の表示装置。
【請求項１２】
　表示データを表示手段に表示する表示ステップと、前記表示手段を照明手段によって照
明する照明ステップとを備える表示方法において、
　前記照明手段を少なくとも点灯又は消灯するように制御する制御ステップと、
　前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示データを表示し、前記照明手段
の消灯時には前記第１の表示データよりも色階調の少ない第２の表示データを表示するよ
うに制御する表示制御ステップとを備えることを特徴とする表示方法。
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【請求項１３】
　表示データを表示手段に表示する表示ステップと、前記表示手段を照明手段によって照
明する照明ステップとを備える表示方法において、
　前記照明手段の点灯時の輝度を多段階に変更するよう制御する制御ステップと、
　前記表示手段に、前記照明手段の輝度に応じてそれぞれ異なる表示データを表示するよ
うに制御する表示制御ステップとを備えることを特徴とする表示方法。
【請求項１４】
　表示データを表示手段に表示する表示ステップと、前記表示手段を照明手段によって照
明する照明ステップとを備える表示方法をコンピュータに実行させるプログラムであって
、
　前記表示方法は、
　前記照明手段を少なくとも点灯又は消灯するように制御する制御ステップと、
　前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示データを表示し、前記照明手段
の消灯時には前記第１の表示データよりも色階調の少ない第２の表示データを表示するよ
うに制御する表示制御ステップとを備えることを特徴とするプログラム。
【請求項１５】
　表示データを表示手段に表示する表示ステップと、前記表示手段を照明手段によって照
明する照明ステップとを備える表示方法をコンピュータに実行させるプログラムであって
、
　前記表示方法は、
　前記照明手段の点灯時の輝度を多段階に変更するよう制御する制御ステップと、
　前記表示手段に、前記照明手段の輝度に応じてそれぞれ異なる表示データを表示するよ
うに制御する表示制御ステップとを備えることを特徴とするプログラム。
【請求項１６】
　請求項１４記載のプログラムを格納することを特徴とするコンピュータで読み取り可能
な記憶媒体。
【請求項１７】
　請求項１５記載のプログラムを格納することを特徴とするコンピュータで読み取り可能
な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上述の目的を達成するために、本発明の表示装置は、表示データを表示する表示手段と
、前記表示手段を照明する照明手段とを備える表示装置において、前記照明手段を少なく
とも点灯又は消灯するように制御する制御手段と、前記表示手段に、前記照明手段の点灯
時には第１の表示データを表示し、前記照明手段の消灯時には前記第１の表示データより
も色階調の少ない第２の表示データを表示するように制御する表示制御手段とを備えるこ
とを特徴とする。
　また、本発明の表示装置は、表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明す
る照明手段とを備える表示装置において、前記照明手段を少なくとも点灯又は消灯するよ
うに制御する制御手段と、前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示データ
を表示し、前記照明手段の消灯時には前記第１の表示データよりも背景色と文字との輝度
の差が大きい第２の表示データを表示するように制御する表示制御手段とを備えることを
特徴とする。
　また、本発明の表示装置は、表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明す
る照明手段とを備える表示装置において、前記照明手段を少なくとも点灯または消灯する
ように制御する制御手段と、前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示デー
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タを表示し、前記照明手段の消灯時には前記第１の表示データよりも表示される項目の数
が少ない第２の表示データを表示するように制御する表示制御手段とを備えることを特徴
とする。
　また、本発明の表示装置は、表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明す
る照明手段とを備える表示装置において、前記照明手段を少なくとも点灯または消灯する
ように制御する制御手段と、前記表示手段に、前記照明手段の点灯時には第１の表示項目
を含む第１の表示データを表示し、前記照明手段の消灯時には、前記第１の表示項目に対
応する内容を表すとともに前記第１の表示項目よりも表示サイズが大きい第２の表示項目
を含む第２の表示データを表示するように制御する表示制御手段とを備えることを特徴と
する。
　また、本発明の表示装置は、表示データを表示する表示手段と、前記表示手段を照明す
る照明手段とを備える表示装置において、前記照明手段の点灯時の輝度を多段階に変更す
るよう制御する制御手段と、前記表示手段に、前記照明手段の輝度に応じてそれぞれ異な
る表示データを表示するように制御する表示制御手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上述の目的を達成するために、本発明のプログラムは、表示データを表示手段に表示す
る表示ステップと、前記表示手段を照明手段によって照明する照明ステップとを備える表
示方法をコンピュータに実行させるプログラムであって、前記表示方法は、前記照明手段
を少なくとも点灯又は消灯するように制御する制御ステップと、前記表示手段に、前記照
明手段の点灯時には第１の表示データを表示し、前記照明手段の消灯時には前記第１の表
示データよりも色階調の少ない第２の表示データを表示するように制御する表示制御ステ
ップとを備えることを特徴とする。
　また、本発明のプログラムは、表示データを表示手段に表示する表示ステップと、前記
表示手段を照明手段によって照明する照明ステップとを備える表示方法をコンピュータに
実行させるプログラムであって、前記表示方法は、前記照明手段の点灯時の輝度を多段階
に変更するよう制御する制御ステップと、前記表示手段に、前記照明手段の輝度に応じて
それぞれ異なる表示データを表示するように制御する表示制御ステップとを備えることを
特徴とする。
　上述の目的を達成するために、本発明のコンピュータで読み取り可能な記憶媒体は、上
記のいずれかのプログラムを格納することを特徴とする。
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